
多田麻美（ただ・あさみ）
1973 年に大分県で生まれ、静岡県で育つ。京都大学卒業。京都大学大学院　中国語
学中国文学科博士前期課程を修了。北京外国語大学ロシア語学院にて 2年間留学。
2000 年より北京在住。コミュニティ誌の編集者を経て、フリーランスのライター兼
翻訳者に。おもなテーマは北京の文化と現代アート。
朝日新聞「海外通信」、NHKラジオ中国語講座「まいにち中国語」巻末コラムなどを連載。
共訳に『毛沢東　大躍進秘録』（楊継縄著、文芸春秋社、2012 年）、『9人の隣人たち
の声』（勉誠出版、2012 年）など。
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老北京の胡同
北京の町の路地（胡同）に魅せられ、胡同に暮らし、

開発により消えつつある胡同を追った、１５年間の記録
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政治体制がちがっていても、
人の暮らしに必要なものは変わらない。
温かい家と食事、そして心を許せる友だち。
胡同はそんな庶民の暮らしを何百年も支えてきた。
いま、急激な開発で、その胡同が消えようとしている。
当局をかわしながら、抵抗し、保存を願う人もいる。
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   ISBN978-4-7949-6867-8　C0095　1月23日配本予定
   晶文社営業部  TEL03-3518-4940

☆☆☆

老北京の胡同
多田麻美著

ご担当　　　　　　様

ひとつの町が消えるときに、何が失われ、何が残るのだろう。
北京の市井の人々は、どんな風に日々を暮らし、
この変化を乗り切っているのだろうか。
かろうじて残る街角の遺跡、物売り、地名、伝説、食、骨董……
現在の北京の人々の様子を活写する。
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開発と喪失、ささやかな抵抗の記録


